
二
〇
二
〇
年
四
月
、
内
閣

府
は
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
沿
い
の
巨
大
地
震
検
討

会
報
告
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
海

溝
で
の
巨
大
プ
レ
ー
ト
間

地
震
に
よ
り
「
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
敷
地
は
震
度
６

強
」
と
の
予
測
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
か
ら
私

た
ち
は
本
年
四
月
一
二
日

の
市
民
と
担
当
官
の
院
内

集
会
に
お
い
て
政
府
に

「
再
処
理
工
場
が
震
度
６

強
の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る

の
か
」
と
の
再
審
査
を
要

請
し
ま
し
た
。
そ
し
て
市

民
集
会
に
出
席
し
た
民
主

党
山
崎
誠
衆
議
院
議
員
は

私
た
ち
の
質
問
案
を
受
け

て
特
別
国
会
開
催
中
の
八

月
に
左
上
の
よ
う
な
質
問

主
意
書
を
提
出
し
、
政
府

答
弁
書
を
受
け
取
り
ま
し

た
。第

四
一
回
技
術
検
討
会

は
、
日
本
海
溝
巨
大
地
震

に
再
処
理
工
場
は
安
全
。

審
査
不
要
の
判
断
？

問
題
は

原
子
力
規
制

委
員
会
四
一
回
技
術
情
報

検
討
会
で
は
、
日
本
原
燃

の
Ｍ
ｗ
９
・
０
の
プ
レ
ー

ト
間
地
震
評
価
を
基
に
再

処
理
工
場
の
安
全
を
確
認

し
、
特
別
な
耐
震
審
査
は

不
要
と
判
断
し
た
と
す
る

こ
と
で
す
。

中
央
防
災
会
議
は

Ｍ
ｗ
９
・
１
と
評
価

こ
こ
に
は
見
逃
せ
な
い

重
大
問
題
が
あ
り
ま
す
。
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質問 内閣府は 2020 年４月「日本海溝・千島海溝沿いの巨大

地震検討会報告」を発表し、再処理工場のある六ヶ所村で起こ

りうる震度は「６強」と示した。原子力規制委員会の第４１回

技術情報検討会（2020 年５月１１日）で「再処理工場は安全と

確認」としたがその根拠は何か、震度６強に対応すべきではな

いか？

政府答弁書に「震度６強」への回答なし

政府答弁書受領２０２２年８月１５日

規制委員会の第 41 回技術検討会が「再処理工場が安全であ

る」と判断した事実はない。また同検討会の結論が規制委員会

の決定となるものでない。今後規制に反映すべき新たな知見が

得られた場合には対応を検討することとなる。

＊震度６強に耐えるかどうかは答えず。

一
〇
月
二
六
日
、
衆
議
院
議
員
会
館
大
会
議
室
で
、
脱

原
発
・
核
燃
サ
イ
ク
ル
政
策
実
現
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
加
盟
五
二
団
体
）
等
か
ら
約
一
〇
〇
人
が
参
加
し
、『
原

発
と
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
中
止
』
を
掲
げ
て
、
省
庁
・
全
国

市
民
・
議
員
に
よ
る
院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
「
日
本
は
地
震
な
ど
自
然
災
害
だ
け
で

も
大
被
害
、
さ
ら
に
核
災
害
は
絶
対
に
ご
免
だ
。
も
っ
と

も
っ
と
強
く
訴
え
よ
う
」
と
提
起
さ
れ
、
討
論
で
は
参
加

者
か
ら
、
福
島
原
発
事
故
な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
原

発
回
帰
策
に
舵
を
切
ろ
う
と
す
る
岸
田
政
権
の
無
定
見
・

無
責
任
に
つ
い
て
厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
本
会
が
提
起
し
た
「
再
処
理
工
場
の
震
度
６
強
の

地
震
対
策
」
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。



➀
中
央
防
災
会
議
は
震
源

の
予
測
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
Ｍ
ｗ
９
・
１
で
評
価
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
原
燃

は
３
・
１
１
地
震
の
気
象

庁
評
価
の
Ｍ
ｗ
９
・
０
で

評
価
し
て
い
ま
す
。
中
央

防
災
会
議
は

米
国
の
地

質
調
査
所
の
評
価
値
を
使

用
し
「
０
・
１
」
高
い
地

震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
に

予
測
し
ま
し
た
。
Ｍ
ｗ
９
・

１
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て

Ｍ
ｗ
９
・
０
の
約
１
・
４

倍
の
大
き
さ
で
す
。

➁
中
央
防
災
会
議
は
公
共

施
設
な
ど
の
耐
震
は
「
震

度
６
強
以
上
の
揺
れ
に
対

し
て
も
十
分
な
安
全
性
を

確
保
で
き
る
も
の
」
と
す

る
よ
う
示
唆
し
て
い
ま
す
。

＊
青
森
県
の
独
自
審
査
で

は
「
六
ケ
所
村
で
は
最
大

震
度
７
の
地
点
も
あ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
国
民
の
安
全

を
守
る
べ
く
中
央
防
災
会

議
が
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

を
襲
う
巨
大
地
震
の
震
源

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
Ｍ
ｗ

９
・
１
」
と
し
た
の
に
対

し
て
、
事
業
者
日
本
原
燃

は
「
Ｍ
ｗ
９
・
０
」
で
評

価
し
た
と
い
う
事
実
が
判

明
し
ま
し
た
。

市
民
集
会
で
の

『
中
央
防
災
会
議
の
➀
、
➁

を
尊
重
し
て
原
子
力
規
制

委
員
会
は
再
審
査
を
行
う

こ
と
』
と
の
要
請
に
対
し

て
、
出
席
の
原
子
力
規
制

庁
担
当
官
（
課
長
補
佐
）
か

ら
「
技
術
情
報
検
討
会
で

は
再
審
査
し
な
い
と
の
結

論
が
出
て
い
る
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
発
言
に
つ

い
て
本
会
報
告
者
か
ら
、

「
山
崎
議
員
の
質
問
主
意

書
へ
の
政
府
答
弁
に
は
、

《
技
術
情
報
検
討
会
の
確

認
は
原
子
力
規
制
委
員
会

の
決
定
事
項
で
は
な
い
》

と
あ
る
。
再
審
査
し
な
い

と
い
う
決
定
は
、
「
い
つ

の
会
議
で
、
ど
ん
な
理
由

で
な
さ
れ
た
の
か
？
」
と

の
反
問
が
な
さ
れ
、
担
当

官
は
答
え
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
会
場
か
ら
「
再

審
査
せ
よ
」
と
の
抗
議
の

発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
規
制
委
員
会
は

《
防
災
会
議
の
Ｍ
ｗ
９
・

１
》
、
《
事
業
者
原
燃
の

Ｍ
ｗ
９
・
０
》
の
ど
ち
ら

の
数
字
に
基
づ
い
て
耐
震

を
考
え
て
い
る
の
か
？

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
担

当
官
は
明
ら
か
に
せ
ず
、

「
立
場
上
再
審
査
す
る
か

ど
う
か
答
え
ら
れ
な
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
「
再
審
査
を
求

め
る
声
を
上
司
に
伝
え
て

ほ
し
い
」
と
の
発
言
に
拍

手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

山
崎
誠
議
員
、
国
会
質
問

で
再
審
査
を
求
め
る

コ
ロ
ナ
禍
で
順
延
さ
れ
、

や
っ
と
開
催
さ
れ
た
今
回

の
院
内
集
会
に
は
全
国
か

ら
鬱
積
し
た
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
山
崎
誠
議
員
は
「
原
発

や
再
処
理
に
反
対
す
る
皆

さ
ん
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
全
力
で
国
会
で
の

質
問
に
取
り
組
み
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
集
会
で
「
使
用
済
み

核
燃
料
の
恐
怖
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
研
究
者
の
田
窪
雅
文
さ
ん

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
副
題

は
『
教
訓
・
五
年
以
上
プ
ー
ル

冷
却
の
使
用
済
み
燃
料
は
自

然
対
流
空
気
冷
却
の
乾
式
貯

蔵
へ
』
と
い
う
も
の
で
し
た
。

福
島
原
発
事
故
の
恐
怖
を
体
験

し
た
私
た
ち
に
ホ
ン
の
少
し
希

望
が
見
え
る
情
報
で
す
。

危
な
か
っ
た
４
号
機

講
演
で
は
ま
ず
福
島
事

故
原
発
４
号
機
の
使
用
済

み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
危
機

に
つ
い
て
、
冷
却
水
を
失

え
ば
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
火
災

が
起
こ
り
大
災
害
に
な
っ

た
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
３
号
機
か
ら
水
素

が
パ
イ
プ
を
伝
っ
て
建
屋

に
入
り
爆
発
し
屋
根
や
プ

ー
ル
を
破
壊
し
崩
落
の
危

険
に
落
ち
入
り
冷
却
水
が

抜
け
そ
う
に
な
っ
た
。
シ

ュ
ノ
ー
ケ
ル
消
防
車
で
必

死
に
水
が
注
が
れ
、
日
本

中
が
緊
張
し
見
守
り
ま
し

た
。
幸
い
に
崩
落
せ
ず
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
に
使

用
済
み
核
燃
料
全
部
の
引

き
出
し
に
成
功
し
、
日
本

中
安
心
し
ま
し
た
。

過
密
に
積
み
込
ん
で
は

危
険
だ
。

右
は
使
用
済
み
核
燃
料

を
プ
ー
ル
の
冷
却
水
へ
入

れ
る
時
の
収
納
ラ
ッ
ク
で

す
。
満
杯
に
近
づ
い
た
現

在
の
冷
却
プ
ー
ル
に
更
に

収
納
す
る
た
め
、
「
過
密

ラ
ッ
ク
」
を
使
う
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
ラ
ッ
ク
内

の
隔
壁
を
薄
く
し
、
そ
の

分
多
く
収
納
出
来
る
。
中

性
子
遮
断
の
ホ
ウ
素
添
加

の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
で
補

強
し
て
い
る
と
か
。
そ
ん

な
に
ま
で
し
て
過
密
に
詰

め
込
ん
で
、
今
で
さ
え
地

震
に
弱
い
収
納
プ
ー
ル
の

重
量
が
増
す
ば
か
り
で
す
。

福
島
原
発
事
故
の

恐
怖
を
語
り
継
ご
う
。

左
の
地
図
は
３
・
１
１
直

後
に
作
ら
れ
た
福
島
原
発

か
ら
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

の
汚
染
に
つ
い
て
の
予
測

図
で
す
。
危
う
く
東
京
や

名
古
屋
も
全
員
避
難
で
す
。

４
号
機
プ
ー
ル
が
火
災
に

な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
幸

運
に
も
水
が
入
っ
て
い
て

冷
却
が
維
持
さ
れ
て
い
た

か
ら
と
言
い
ま
す
。
（
尚
）

講
師
・
ス
ラ
イ
ド
資
料
か
ら

３
・
１
１
福
島
事
故
の
汚
染
図

２
０
１
１
／
３
／
１
５

避
難
人
口
：
８
万
８
０
０
０
人

面

積
：
１
１
０
０
ｋ
㎡

四
号
機
プ
ー
ル
仮
想
火
災

発
生
に
よ
る
汚
染
予
測
図

２
０
１
１
／
３
／
１
９
想
定

（
陸
地
側
へ
の
風
の
日
）

避
難
人
口

：
２
９
０
０
万
人

面
積
：
２
万
５
０
０
０
ｋ
㎡

下のコラムのデータは講師

資料から。 『プルトニウム』

（緑風出版）Ｐ118 も参照。

◆セシウム１３７汚染。 黄色

は 0.5 MBｑ/㎡以上、茶色は

1.5 MBｑ/㎡以上、赤色は

4.5MBｑ/㎡以上です。

◆日付の日の風速・風向から

の汚染区域と避難民数を想

定。


